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　広島県保護司ОＢ会第26

回総会が10月25日、ホテル

センチュリー21広島におい

て開催された。広島県保護

司ОＢ会間所了会長の挨拶

に続き、広島保護観察所山

田所長、広島県保護司会連

合会八崎会長、広島県更生合会八崎会長、広島県更生

保護協会中尾副理事長より

祝辞が述べられた。

　総会は会員３５名、来賓

１１名の出席のもと上程さ

れた全ての議案は承認がな

され、広島保護観察所山田

所長より「更生保護ボラン

ティアに関する実態調査」

についての講話があった。

広島県保護司OB会 第26回 総会

令和3年10月25日
場所︓ホテルセンチュリー21広島
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●令和３年 秋の叙勲・褒章　受章者のみなさま

●令和３年度 広島県更生保護功労者顕彰式

●更生保護法人広島県更生保護協会感謝状伝達・贈呈式並びに講演会

●共に生きる（更生保護施設ウィズ広島）

●スマホにひそむ危険を学ぶ（スマホ犯罪防止教室）

●広島県保護司OB会 第26回 総会

葉名 真紀さん尾道地区保護司会
3年前、家の裏の駐車場で保護しま
した。2年前に血液が作れない症状
がでて、1年半の投薬治療を終え、
とても元気になりました。
爺婆も溺愛メロメロです。

広島県保護司OB会会長 
間所了氏による開会の挨拶。　

（右）山田　浩司　広島保護観察所長

（中）八崎　則男　広島県保護司会連合会会長

（左）中尾　建三　更生保護法人 広島県更生保護協会副理事長

あなたの自慢のペットを更生保護ひろしまの表紙写真に！
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　令和３年１１月１１日広島ガーデンパレス（広島市）において、本年度の広島県

更生保護功労者顕彰式が開催された。

　昨年度に引き続き、本年度も新型コロナウィルス感染防止対策を十分に行い、法

務大臣表彰被表彰者以外の方はそれぞれ受領代表者のみの出席として規模を縮小し

ての開催となった。

　当日は、中国地方更生保護委員会西岡委員長及び広島県環境県民局新宅局長を来　当日は、中国地方更生保護委員会西岡委員長及び広島県環境県民局新宅局長を来

賓にお迎えし、担当地区である廿日市地区、大竹地区の保護司会及び更生保護女性

会の御協力を得て、無事に式典を終えた。

法務大臣表彰（保護司）被表彰者 法務大臣表彰（保護司）被表彰者

広島県保護司会連合会

会　長　八崎　則男

（ 南 地 区 ）
（ 西 地 区 ）
（広島佐伯地区）
（ 山 県 地 区 ）
（東広島地区）
（ 呉 地 区 ）
（ 呉 地 区 ）（ 呉 地 区 ）
（江田島地区）
（ 三 次 地 区 ）
（ 福 山 地 区 ）
（ 福 山 地 区 ）
（ 府 中 地 区 ）
（ 府 中 地 区 ）

（廿日市地区） （ 呉 地 区 ）

山 口 厚 司
小 川 和 子
𠮷 崎 哲 真
中 田 國 慶
柄 　 宣 行
横 田 光 則
௰ 　 治 來௰ 　 治 來
佐 々 木 　 勉
上 田 憲 昭
本 宮 達 弘
福 井 純 子
平 山 八 広
平 川 里 士

大 野 宣 江

（ 広 島 地 区 ） 吉 良 結 里

荒 神 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 （ 広 島 市 ）

野 城 博 子

鍜 治 山 　 正 照
植 木 重 夫
山 﨑 雅 明 
長 田 克 司
黒 田 正 則
奥 村 和 彦
石 村 秀 己石 村 秀 己
分 野 達 見
杉 野 恭 枝
髙 野 敏 幸
佐 藤 博 則
田 坂 英 俊
横 山 博 則

（ 西 地 区 ）
（安佐南地区）
（廿日市地区）
（ 山 県 地 区 ）
（東広島地区）
（ 呉 地 区 ）
（ 呉 地 区 ）（ 呉 地 区 ）
（ 三 原 地 区 ）
（ 福 山 地 区 ）
（ 福 山 地 区 ）
（ 福 山 地 区 ）
（ 府 中 地 区 ）
（ 府 中 地 区 ）



猫　　本　　宏　　司　　様
㈱共和保険サービス　　　様
一般財団法人多山報恩会　様
広島県遊技業協同組合　　様

　更生保護法人広島県更生

保護協会感謝状伝達・贈呈

式並びに講演会が11月22日

ホテルセンチュリー21広島に

おいて開催された。更生保

護法人広島県更生保護協会

松藤研介理事長の挨拶に続

き、広島保護観察所山田所き、広島保護観察所山田所

長が挨拶された。

　法務大臣感謝状のほか各

種感謝状伝達、贈呈が行わ

れたのち、広島ダルク遠藤

聡施設長より「家族の薬物・

アルコール依存症の問題につ

いて」の講演があった。
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　法務大臣表彰に続いて各種顕彰が行われた。

荒神地区社会福祉協議会　（広島市） 協力雇用主　株式会社豊生（福山市）

更生保護法人

広島県更生保護協会

松藤　研介　理事長

広島保護観察所

山田　浩司　所長　

広島ダルク

遠藤　聡　施設長

西岡総一郎委員長による祝辞 湯﨑県知事代理 新宅郁子局長による祝辞

被表彰者代表による謝辞

更生保護法人広島県更生保護協会
感謝状伝達・贈呈式並びに講演会
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　月に3度開催されている

“ウィズカフェ”。

当日はお抹茶カフェの日。

玄関前には、退所した後、

ボランテァ参加したピア・

サポーターによって描かれた、その時々のカフェ

の特徴を盛り込んだ小さな看板が立てられる会場の特徴を盛り込んだ小さな看板が立てられる会場

内は、立礼の赤い傘に季節の花がいけられ、広島

県保連顧問の小林海暢氏“福生積善行”の短冊が

掲げられている。

　コロナ対策で１８席に減らされたテーブルには　コロナ対策で１８席に減らされたテーブルには

多くの入所者・退所者が訪れ、迎えたボランティ

アが心を込めて点てたお抹茶とお菓子を、やさし

い笑顔でいただいている。（お抹茶お代わりの申

し出は多数あり）

　１時間程度のカフェは、心安らかな時間が流れ　１時間程度のカフェは、心安らかな時間が流れ

ていく。入所者はもとより、退所者にとっても、

多くの人と会える日でもある。　

参加型更生保護施設ウィズ広島とは

　刑事施設から出たけれども親族のところには帰
れない。帰りたくない。そんな人が自立の準備を
するために一定期間、国の委託などによって利用
することができる施設です。
　入所すると宿泊、食事の提供は、しばらく無料
ですが、その後は食費などを支払いながら自立資ですが、その後は食費などを支払いながら自立資
金をたくわえ、退所していきます。
　その間、就労支援、金品の給貸与、金銭管理支援やカウンセリング、コラージュ
作成会、薬物使用障害回復支援、カフェなどの支援プログラム、ケア＆セラピーに
よって、一日も早く自立できるように手助けします。これらの心のケア活動は、広
島市などの助成金、個人等寄付などによって実施しています。　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　いま、刑事施設を仮釈放される３２％、満期釈　　　　　　　　　　　　　　　　いま、刑事施設を仮釈放される３２％、満期釈
　　　　　　　　　　　　　　　放の５％の人が親族を頼れず、全国の更生保護施
　　　　　　　　　　　　　　　設などに帰住しています。（２０１８年）
　　　　　　　　　　　　　　　　ウィズ広島は、これら孤立無援な人々に居場所
　　　　　　　　　　　　　　　を提供し、社会福祉士、精神保健福祉士、介護福
　　　　　　　　　　　　　　　祉士、公認心理師など補導職員１３人、調理職員
　　　　　　　　　　　　　　　３人、事務職員２人などが協働し、自立のための
　　　　　　　　　　　　　　　準備を手助けします。　　　　　　　　　　　　　　　準備を手助けします。

共に生きる
        更生保護施設

     　ウィズ広島

　　　　　　　　　　　　　　　今、ウィズ広島は、ギャンブルや万引きなど

　　　　　　　　　　　　　　依存のある人37%、65歳以上高齢の人37%など高

　　　　　　　　　　　　　　齢施設、障害施設の側面があります。そのなか

　　　　　　　　　　　　　　でＳＳТ(社会生活技能訓練)、金銭管理支援な

　　　　　　　　　　　　　　どの支援プログラムを開発し、人の認知に働き

　　　　　　　　　　　　　　かける薬物依存から回復支援の場を築きまし　　　　　　　　　　　　　　かける薬物依存から回復支援の場を築きました。

　それが成り立ったのも、施設利用者と職員の〈間〉が斜めやヨコの関係だか

らだと思います。これがウィズ広島の特長です。そこから自然発生的に退所し

た人が寄り集まってコーヒーを飲み、談笑し、時に相談する場になっていきま

した。それが退所者フォローアップ支援につながり、さらに職員がいつしか居

宅などを訪問等して支援し、ロス食品などの食料支援し、医療機関へ同行支援

する、「訪問」支援の時代がきます。これからが楽しみですね。

　更生保護施設ウィズ広島は、全国

に１０３か所ある更生保護施設のう

ちのひとつ。更生保護法人によって

運営され、犯罪をした人の自立更生

を支援する非営利の民間組織です。

 　一つ一つの更生保護施設の力は小

さいですが、それが全国各地にあるさいですが、それが全国各地にある

ことによって、国や公的機関だけでは出来ない、きめ細かい自立支援のための

プログラムを提供し、社会のありようを変えていく働きをしています。

ウィズ広島は広島市中区にあり、市役所より徒歩20分

の元安川を望む住宅地にあります。館内は4フロア、

男性居室32室・女性居室13室があり、職員は18名。

年間200人前後の宿泊、食事の提供、就労自立を

支援しています。

雑誌などの写真や絵を切り抜いて台

紙にノリではりつけてつくる絵「コラー

ジュ」の作成会。様々なボランティアの

方々の協力を得て「心に寄り添った」

支援活動を行っている。

月に一度のウィズカフェの様子。優しい笑顔であふれている。

更生保護法人ウィズ広島 理事長　山田　勘一

ウィズカフェ



　我々の話の後、担任の先生に代わり、

話を聞いて気づいたことや、問題点を

生徒たちで議論してもらいました。

　生徒たちから「SNSでの書き込みの

際には、丁寧な言葉を使って、一度読

み直してから送る」など、実際に自分

が同じ立場になったらどうしたらよいが同じ立場になったらどうしたらよい

かと真剣に考えた意見が、たくさん出

ました。班で出た意見を集約して、

各班でまとめて発表されました。

　生徒自身で問題に向き合い、考え、

意見を出し合うことで、自分自身のス

マートフォン利用の方法について、

考えるきっかけになればと思います。スマートフォンはとても便利なツールの一つ考えるきっかけになればと思います。スマートフォンはとても便利なツールの一つ

です、家族でルールを作り依存することなく上手に使ってもらうことを願っていま

す。学校生活は将来の自分をつくるかけがえのない重要な期間です。生徒たちには

スマートフォン利用によるSNSやメールだけの付き合いでなく、実際に人に接して、

人と関わることの大切さを伝えました。短く濃い学校生活の中で、積極的に人と関

わることで、自分のコミュニケーションスキルを磨いてほしいと思います。

(左)行廣典也氏 (少年補導協助員)

(右)津村秀孝氏 (広島佐伯地区保護司)

実際に起こったトラブルの説明の後、なにが問題で、

どのようにしたら良かったのか、生徒が感じたことを

発表しました。担任の先生も加わり、問題点を探し

出し、各班に分かれグループワークで議論しました。

各班かったつな意見が飛び交いました。

各班で出た意見を集約して発表しました。

スマホで起こる犯罪やトラブルについて、自分たち

で考えることで、スマホを安全に便利に使うために

は、自分でルールを決めたり、SNSやメールでの

書き込みの際に気をつけることが大事であることを

学びました。

モニターで「スマホに潜む危険」（アニメによる視覚教

材）を使って、スマホで実際に起きた犯罪やトラブル

を説明しました。生徒たちは、もしも自分が同じ立場

だったらと考えながら、熱心に耳を傾けていました。

佐伯警察署管内少年補導協助員
広島佐伯地区保護司会
広島佐伯地区更生保護女性会　　
        

スマホ犯罪防止教室を五月が丘中学校で開催
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　広島市佐伯区の五月が丘中学校においてスマートフォンへ

の依存や会員制交流サイト(SNS)を巡る犯罪やトラブルにつ

いて考える「スマホ犯罪防止教室」を佐伯警察署管内少年補

導協助員連絡協議会と広島佐伯地区保護司会、広島佐伯地区

更生保護女性会との合同で開催しました。

　数年前まで、生徒のスマートフォンの安全な利用についての説明は、少年補導協

助員が入学説明会の際に５分程度の時間で、保護者に対してのみ行っておりました。

しかし、これではどうしても生徒たちには伝わらないという思いがありました。

　そこで我々が、スマートフォンでのインターネット利用で起こる犯罪やトラブル　そこで我々が、スマートフォンでのインターネット利用で起こる犯罪やトラブル

について直接生徒たちに説明し、被害者にも加害者にもならない様に、生徒自身で

考える時間を作ることができないか、当協議会会長と五月が丘中学校校長が話し合

った結果、年に１度、全学年全クラス対象の１時間授業として開催することとなりま

した。３年目(３回目)の開催となった今回は、“スマホ依存について”と、“SNS

等でのネットいじめ”の２つをテーマとしました。

　毎年テーマについては学校側と協議し

て学年ごと違うテーマにしています。学

年ごとに実態に沿った内容のテーマで行

うのが狙いです。

　佐伯警察署管内少年補導協助員連絡協　佐伯警察署管内少年補導協助員連絡協

議会と広島佐伯地区保護司会、広島佐伯

地区更生保護女性会が数名ずつ、全６ク

ラスに分かれて話をしました。各教室の

モニターには「スマホに潜む危険」の視

覚教材を使用して、スマートフォン利用

に関して、実際にあった犯罪トラブルに

ついて説明をします。生徒たちは話を聞ついて説明をします。生徒たちは話を聞

きながら気づいた点についてメモを取り

真剣に聞いていました。

　スマホ犯罪防止教室の開催については、五月が丘中学校の深いご理解を得て開

催しています。また、佐伯警察署、広島佐伯地区保護司会、広島佐伯地区更生保

護女性会と連携して取組むことで毎年の開催が出来ており、関係各位には心より

感謝申し上げます。今後は同校以外の学校でも同様の教室を開催できるように、

これからも様々な機関と連携を図りながらスマホ犯罪防止教室並びに、地域貢献

活動を続けてまいります。

　　佐伯警察署管内少年補導協助員連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　副会長　藤川 潤　　　　　　　　　　　　　副会長　藤川 潤


